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1. 気象庁

1. Japan Meteorological Agency

 
　我が国は111の活火山を有する世界有数の火山国で、これまで多くの火山災害が繰り返されてきた。しか

し、20世紀初頭を最後に大規模噴火が発生しておらず、近年の日本の火山活動は静穏に経過している。 

　その一方で、2014年御嶽山噴火では火口付近に居合わせた登山客が犠牲となり、戦後最大の火山災害と

なった。小規模噴火であっても火口近くで遭遇すると大きな災害につながることが噴火災害の特徴の一つであ

る。最近の2018 年１月23日草津白根山噴火は、有史以来噴火の記録がなかった本白根山において突然発生

し、噴火地点に近いスキー場で人的被害を生じた。 

　日本火山学会は1932年に火山に関する世界初の学会として設立された。2002年には、火山学に関連する学

術調査・研究、普及・啓発及び研究奨励・表彰等の事業を通じて、火山学及びこれに関連のある諸科学の進歩

及び普及をはかることを目的に特定非営利活動法人として再設立され、現在に至っている。会員の所属機関は

大学・研究機関はもとより、防災対策に当たる自治体・行政機関、防災教育に当たる中・高等学校、民間企業

など多岐にわたる。火山学研究を噴火災害の軽減につなげるため、一般市民を対象とした公開講座やシンポジ

ウムを開催するなど、普及啓発にも力を入れている。 

　本講演では、2018年本白根山噴火に係る各機関の取組について、気象庁の対応を中心に紹介する。
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